
第２～３日目(2004/05/05～06)

大阪→函館

17:38頃に日本海１号が入線。
編成が長いせいか、EF81に付けられているヘッドマークは
何とか撮影を成功したくらいです。

発車まで10分を切っているので慌てて行き先案内板も撮影。

当然ですが日本海１号も食堂車は連結されていないので
大阪駅構内のコンビニで飲食物を大量に買い込んであります。
函館到着は11:27ですから、約16時間も乗車し続けるので多くもなります。

荷物がただでさえ多いのに飲食物の重量もあって撮影は大変でした。
車内放送があって福井まで車内販売があるとの事。
そういうのは先に把握しておきたかった・・・。

ＧＷなのでやはり個室は早いうちから乗客がいます。
京都を発車した段階で10個の個室のうち、自分も含めて既に４つ埋まっていました。

高い寝台個室ですから、車両も当然ちょっと違うわけで。僕の部屋は９号室です。



ＪＲ西日本なのでお馴染みのカードキーで施錠を行います。
幸い進行方向に向かう形の部屋でした。ま、夜は関係ないんだけど。(笑)
滞在時間が長いので背もたれは有効活用できます。

洗面台を使うようにすると個室といっても狭く感じますね。

この時点でまだ僕は部屋に荷物を入れていません。
撮影が終わるまでは基本ですね。

さて、反対側の壁面へ。

この壁灯が強力で、以前寝台特急はくつるを使って青森に
行った際に日本海を見たのですが、車外からも目立ってました。



パネルを見ると全部の照明設備が独立してるのがわかります。
パネル中央にある上下のボタンでベッドが好みの角度に変更できます。
これはベッドに入って逆転裁判をプレイする際に大変助かりました。(笑)
僕はGBA SPを持っていないので、明かりがGBAに映り混まないとゲームにならんのです。

室内から出口を見ると天井に丈の短いカーテンがあります。
一応荷物置き場です。左にあるカーテンに注目。

乗車して初めて知ったのですが、扉を隠していたのです。
東京と下関を結ぶ寝台特急あさかぜには扉があって奇数と偶数の部屋で
部屋から出ずに扉で行き来できるのは知っていました。

隣りの10号室は既に客がいるので試すわけにはいかなかったのですが、
日本海も同じ事が出来るのかもしれません。

テーブルとＡＶ設備はあさかぜと同じですね。

ただ、ＡＶについてはあさかぜと違って番組を書いた厚紙(笑)が
あるので親切といっていいでしょう。

一生懸命書いたのに、よく見ると「お持ち帰りになっても結構です」と
書いてあったので脱力。よく見ろよ。



アメニティを使って早速シャワーを浴びます。
熱湯洗浄があるとはいえ、一番先が一番気持ちいいですから。(^^;
ちょうど近江舞子付近でした。18:40頃に日没。

シャワー室内はまあ特筆すべき点はないかな。
時間も同じなので割愛します。



浴びる前に実は車内販売に１回会っていて、冷えたビールはないと
言われてがっかりしていたのです。大阪駅で買ったのはもう終わってます。(笑)

浴びた後に戻るとちょうど２回目の巡回で部屋の辺りに来ていて、
ビールが入荷したという事なので当然買いました。まだ回るのか確認したら、
もうＡ寝台までは回れないという事なので夕飯代わりに駅弁も買っておきました。

ある時に買わないとね。ちなみに車内販売の下車する福井は20:19です。
ビール￥250、かにめし￥1250なり。

が、よく見ないで買った自分が悪いのですが、駅弁は「焼きかにめし」。
蟹、苦手なんですが・・・。撮影だけして、胃に詰め込みました。

ほぐしてあるならまだしも、足そのものは厳しい・・・。



敦賀で約10分停車。ここでしらさぎ 13号と雷鳥 41号に追い抜かれる。（´Д｀;
加賀温泉で約5分停車。金沢で約4分停車。

のんびりした寝台特急ですねえ・・・。
直江津でＡ寝台個室は満室になりました。何でわかるかというと、
これが目印になるのです。これが直江津で全部なくなりました。



21:40に最終放送が流れます。かなり長く 21:45まで流れていました。
06:20で朝の放送をする、朝の車内販売は東能代から、
秋田、青森到着時刻が２回、青森で8-5号車切り離しという内容でした。

当然ですが、僕は飲んで食べてまったり。無駄に天井を撮影するくらい。(笑)

ThinkPadやGBAで遊びまくってました。サービス電源がある個室寝台
ならではの贅沢です。夜更かししたので大鰐温泉手前で起きました。(笑)
実は朝５時に目が覚めたけど、疲れてたのでまた寝たのです。

青森まで近くなってきています。
青森で車内販売が終了するので、車内をぶらついていたら
販売を終了して駅で降ろすを待っているワゴンを見つけました。暇だなおい。

青森でＡ寝台と一部のＢ寝台を除いて切り離されます。
正確には8-5号車、４両だけが函館に向かいます。



青森でＢ寝台の乗車率を軽く見てみたら60%以上は使っていた感じが。
北斗星やカシオペアみたいな華のある列車ではないのに、
結構乗車率はいいのでは。日本海北上ルートは航空機でもバスでも
あまりカバーしていないように思えるし、輸送もあるので
日本海が２往復もあるのかなと。

ここから編成の進行方向が逆になるので、牽引する機関車も変わります。

車掌もここで交代、蟹田じゃないんですね。それにしても
北斗星とスーパー北斗のオレンジカード販売はいかがなものか。
日本海なら買ったかもしれないけど、それはありえない。(笑)

ＪＲ北海道は昔からオレンジカードの販売に熱心なんだけどね。
結局プリペイドだから、使わないと金を捨てるだけなので
ＪＲとしては現金収入なので美味しいわけで。

飽きるくらい通った青函トンネルは09:45頃に入ったというだけで割愛、
10:55頃に進行方向右手に函館山＆函館港が見えるという車内放送が
あったので眼前に見える函館山を函館湾越えに撮影。



そして函館に到着です。

駅はえらく綺麗になりましたね。

もう昼前ですから朝市に行ってもろくなものがないので
塩ラーメンでも。(笑) しかし「鳳蘭」にいきなり振られたので
五稜郭にある「あじさい」に向かいます。函館でも風が強くて大変。



最寄りの市電の駅から五稜郭までえらい歩くので疲れました。
途中で面白いものを見つけたので撮影。時間が時間なので
営業してるのか、潰れているのかはわかりませんでした。(笑)

ラーメン食べて、駅で泳いで16時まで時間を潰してとっととホテルへ。

ホテルで泳ぎながら洗濯をして、一息したので朝市の外れにある
うに専門の食堂、うにむらかみでスペシャル生うに丼 \2100を
せっかくなので食べてみました。

確かに美味いのですが、満腹感が。ネットではぼったくってない
良心的な店と書いてある、そういう店でこれですから有名店は
凄いんでしょうね・・・。

どうしても満腹感を得られなかったので市場からすぐの
「星龍軒」に行ってみました。ここで芯から温まる塩ラーメンを
食べて満ち足りた気分でホテルに戻りました。

かなり寒くなっていたので、函館山に登ったら間違いなく
腹を壊すと思いやめました。寝台連チャンがしんどいのもあったかな。
この日は最高気温 14度でしたが、風が強いので体感温度は相当低かったです。

次の日は函館から一気に東京まで移動します。(笑)


